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第4章 提 案 方式
第3章で述べた問題点を解決するため，実現性を考慮しつつ， XCPよりも帯域利用率と公平性の性能






し，ウィンドウサイズの拡大を高速化したXLBABSI(Cross-Layer Bandwidth Assignment with 
Buffer Size Indication)を提案した
第5章性能評価
輻較ウィンドウの拡大や通知タイミングを改善したXLBABSIについて，帯域利用率や公平性の定量
的評価を行ったところ， XCPよりも帯域利用率，公平性ともに性能が向上し， 目標とするXCP以上の
性能が得られた．特に，これによりリンクの遅延が大きい場合やフローが短時間で複数生起する場合
において帯域利用率と公平性の性能を改善している．
第6章総括
第6章では，本研究の結論と今後の展開について述べた.XLBABSIの制御方法は，ボトルネックリン
クとなる中継ノードからの通知を利用してトラフィックの制御ができ， トラフィック送信元は通信の
最適値を最短経路で取得できる．そのため，フィードバックが短時間になり，収束も早い．そして， R
TTを利用して間接的に輻較を推測するFASTTCPやフィードバック制御を用いるXCPよりも，安定し
たトラフィックを得ることが可能である．
